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１ 応募
小平　基

（コダイラ　モトイ）
70 男 無職

本市は豊富な農林地資源に恵まれ、野菜、果樹、花卉を中心に
高付加価値農産物を安心・安全且つ安定的に供給する都市型農
業を展開してきている。
他方、高齢化、多用途土地需要の増高から土地利用調整、担い
手農家への農地の集積が課題となっている。
こうした中で、農産物の生産基盤である農地の維持保全を旨とし
て、土地利用調整並びに農地の担い手への集積等多様な業務を
行う農業委員会の任務は地域における農業構造施策の要として
その重要性が益々高いものとなっている
応募者は元農林水産省職員として、農業振興地域制度、農業者
年金制度を含む農業構造政策の経験も活かし微力ではあるが当
市の農業委員会並びに農業振興に貢献したく、この度応募させて
頂きます。

２ 応募
堀江　孝之

（ホリエ　タカユキ）
59 男 無職

私の趣味は田舎道、里山歩きです。その時感じたのが耕作放棄
地のあまりの多さです。ここから感心を持つようになりました。就
農者の高齢化による農業人口の減少、食料自給率の低さ、昨年
カロリーベース39％等、ロシア、ウクライナ紛争有事の際における
食料確保に感心があります。以上から農業における実情を知りた
く調査したいと思い応募しました。よろしくお願いいたします。

３ 推薦
飯田　亜希子
（イイダ　アキコ）

49 女 税理士
東京地方税理士会

鎌倉支部

食料の多くを輸入に頼る日本の食料自給率の低さに不安を感じ
ています。耕作に必要な豊かな水資源や土壌を持つ恵まれた国
であるのに、ふと気づいてみれば食料だけでなく肥料や種や飼料
を含む多くの生産資材までも、輸入がなければやっていかれない
状況になっておりました。
また高齢化や資材の価格高騰からくる経営の厳しさにより廃業を
考る農家が増えるなど、農業従事者の減少も深刻になりつつある
ようです。
家庭菜園レベルですが野菜を育てるのは美味しく楽しく、これから
は何らかの形で農業振興に貢献したいと考えておりました。
まずは農業委員会という地元の農地行政の現場で勉強させてい
ただき、今後の活動に繋げていきたいという思いから、農業委員
に応募いたします。

４ 推薦　
石原　秀雄

（イシハラ　ヒデオ）
65 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

さつま芋、里芋、ね
ぎ、サニーレタス、
キャベツ、ニンニ
ク、なすなど

非該当

石原秀雄氏は、農家に生まれ一度仕事に就きましたが、一生懸
命に農業を営む父親の姿を見て、昭和54年に退職し就農いたし
ました。就農してからは、父親とより一層農業に励むとともに、諸
活動においては、農業後継者組織である青壮年部の委員長や地
元の消防団等を務めました。また現在は鎌倉の将来の農業を考
え、多種多様な作物を栽培するなど、活躍中です。以上のことか
ら農業に関する識見を有し、農業委員の職務を適切に行うことが
できると思い推薦いたします。
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５ 推薦　
和田　雅裕

（ワダ　マサヒロ）
72 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

ねぎ、玉ねぎ、トマ
ト、胡瓜、桃その他

非該当

和田雅裕氏は、金融機関を定年退職した後、平成15年より就農
し、現在は露地野菜、果樹、花卉を栽培しております。平成20年よ
り農業委員、平成26年からは鎌倉市遊休農地対策協議会の会長
にも就任され、遊休農地の解消に積極的に取り組まれておりま
す。以上のことから、農業に関する高い識見を有し、農業委員の
職務を適切に行うことができると判断し推薦いたします。

６ 推薦
落合　るみこ

（オチアイ　ルミコ）
63 女 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

きゅうり、ほうれん
草、かぶ、大根、白
菜、里芋その他

非該当

落合るみこ氏は、高校卒業後、病院勤務を経て結婚し、就農され
ました。現在は、配偶者とともに、多岐にわたる露地野菜、施設野
菜を栽培し、直売やスーパーへの出荷もされております。以上の
ことから、鎌倉市の農業に関する広い識見を有し、農業委員の職
務を適切に行うことができると思い推薦いたします。

7 推薦　
飯田　正実

（イイダ　マサミ）
54 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

トマト、キュウリ、ナ
ス、ピーマン、ニン
ニク、大根、人参、
白菜、ネギ、キャベ
ツ、ホウレン草

非該当

飯田正実氏は、大学卒業後、会社勤務を経て実家にて就農し、露
地野菜や施設野菜を中心に、多種多様な野菜を栽培し逗子生産
直売所で販売をしています。平成24年には、農業後継者組織であ
る鎌倉市青壮年部の委員長に就任し、組織活動や農政活動に尽
力されました。また、平成26年より農業委員に就任し、農業振興
協議会委員も務められました。以上のことから、鎌倉市の農業に
関する広い識見を有し、農業委員の職務を適切に行うことができ
ると思い推薦いたします。

8 推薦
関根　豊

（セキネ　ユタカ）
59 男

農業
（兼業）

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

大根、ネギ 非該当

関根豊氏は、農家に生まれ、昭和62年旧鎌倉市農協に入組し平
成29年３月退職後三菱電機ライフサービス㈱での勤務の傍ら露
地野菜を栽培しています。鎌倉市の農業に関し高い識見を有して
いることから、農業委員の職務を適切に行うことができると思い推
薦いたします。

９ 推薦　
平井　保男

（ヒライ　ヤスオ）
63 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

花壇花、野菜苗、
ハーブ苗ほか

非該当

平井保男氏は、農家に生まれ農業大学校で２年間学んだ後、より
高度な花卉類の栽培方法を学ぶためにアメリカへ研修留学され
ました。帰国後は、多種多様な花卉類の栽培に励み、鎌倉市農協
連即売所、ＪＡの直売所や市場など多方面に出荷されておりま
す。また、鎌倉市消防団の本団団長を長年務められ、現在は鎌倉
市農協連即売所の組合長に就任されております。以上のことか
ら、鎌倉市の農業に関する広い識見を有し、農業委員の職務を適
切に行うことができると思い推薦いたします。
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１０ 推薦
市川　幸子

（イチカワ　サチコ）
73 女 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

たけのこ、せり、ト
マト、きゅうり、レモ
ン、びわ

非該当

市川幸子氏は、保母として幼稚園、保育園での勤務の傍ら、配偶
者とともに露地野菜や山林にてタケノコを栽培されていました。ま
た、平成13年よりＪＡさがみ女性組織の活動にも積極的に取り組
まれ、地域の活動にも貢献されております。以上のことから、鎌倉
市の農業に関する広い識見を有し、農業委員の職務を適切に行
うことができると思い推薦いたします。

１１ 推薦　
小泉　紀久夫

（コイズミ　キクオ）
52 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

ホウレン草、トマト、
キュウリ

非該当

小泉紀久夫氏は、高校卒業後、会社勤務を経て就農されました。
露地野菜、施設野菜を栽培され、スーパー出荷をされておりま
す。地元消防団員も20年務められ、ＪＡさがみ青壮年部員としても
活躍されております。以上のことから、鎌倉市の農業に関する広
い識見を有し、農業委員の職務を適切に行うことができると思い
推薦いたします。

１２ 推薦
郷原　均

（ゴウハラ　ヒトシ）
66 男

農業
（兼業）

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

苺、トマト 非該当

郷原均氏は、大学卒業後、就農されました。現在は露地野菜、施
設野菜を中心に栽培され、中でもイチゴ栽培は観光農園として人
気が高く、地域の活性化に貢献されています。平成７年より鎌倉
市環境審議会委員を務め、平成23年より農業委員にも就任され、
鎌倉市の農業や環境保全に取り組まれております。以上のことか
ら、農業に関する識見を有し、農業委員の職務を適切に行うこと
ができると判断し、推薦いたします。

１３ 推薦　
三橋　猛

（ミツハシ　タケシ）
81 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

大根、ねぎ、小松
菜、じゃがいもなど

非該当

三橋猛氏は平成19年３月三菱電機トレーディング㈱を退職後同
年４月に就農いたしました。平成31年からは、鎌倉支店坂ノ下支
部の総代を努め地域の農業活動等、ご活躍されています。以上
のことから、農業に関する識見を有し、農業委員の職務を適切に
行うことができると思い推薦いたします。

14 推薦　
小川　和己

（オガワ　カズミ）
71 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

ジャガイモ、玉ね
ぎ、胡瓜、なす、エ
ンドウ、そら豆、さ
つま芋など

非該当

小川和己氏は、大学卒業後、消防隊員として活躍され、藤沢市消
防署救急隊長として平成24年３月に退職されました。退職後は、
家業である農業を営まれております。以上のことから、農業に関
する高い識見を有し、農業委員の職務を適切に行うことができる
と判断し推薦いたします。

3/4



受付番号 区分 氏名（フリガナ） 年齢 性別 職業 推薦団体
農業経営

（主な作物等）
認定農業者の
該当・非該当

推薦（応募）理由

農　業　委　員　候　補　者

15 推薦　
二之宮　智和

（ニノミヤ　トモカズ）
54 男 農業

JAさがみ
鎌倉地区運営委員会

ネギ、ジャガイモ、ミ
ニトマト、カブ

非該当

二之宮智和氏は、平成12年３月（有）創巧を退職後、同年４月に
就農いたしました。現在は露地野菜を中心に栽培しており農業活
動等にご活躍されています。以上のことから、農業に関する識見
を有し、農業委員の職務を適切に行うことができると思い推薦い
たします。
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